
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

徳島市城東中学校 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

【小中連携または中高連携における共通の取組】 【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進
（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

４月

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項
○授業には落ち着いて取り組めている。
また，テスト実施前には学習計画の立案
や目標点の設定等を行うなど，前向きに
学習に取り組む生徒が多い。
●与えられた課題に対して真面目に取り
組むが，「夢の実現に向けた主体的な努
力ができる」とまでは言えない生徒がやや
多い。

・将来の夢をもち，その実現に向けて授
業や家庭学習に主体的に取り組むこと
ができる。

・自ら課題を見つけ，解決に向けて試行
錯誤しながら粘り強く学習に取り組むこ
とができる。

・「学力を伸ばしたい人のための生活改善
10ヶ条」や「徳島市キャリア・パスポート」
を活用し，基盤となる生活を整え，見通し
を持って学習に臨めるよう，家庭と連携を
図る。
・「自主勉強ノート」の取組を継続的に評
価し，その質と量が向上する指導を工夫
する。

３月 ４月 ５月

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項
○友達や先生の話をしっかりと聞き，今
後の学習の参考にすることができる生
徒が多い。
●情報を正しく読み取ったり，意見や考
えを，根拠を明確にして表現することが
苦手な生徒が多い。

・自分の意見や考えを，相手の意見を
尊重しつつ伝え合うことができる。

・既存の知識や技能を，既習の知識と
関連づけて，他の学習や生活の場面に
活用することができる。

・ペアやグループによる意見交換の場
を積極的に設け，生徒が考えをまとめ
たり思いを表現したりできるようにする。
・教科部会や校内研修をとおして，発問
の仕方や課題設定の工夫について考
え，職員全体で共有し，授業改善を図
る。

次年度における改善事項
○大部分の生徒が落ち着いて授業に
取り組み，授業内容が理解できたと答
えている。
●学力の二極化傾向が見られる。長い
文章を読み取ることを苦手とする生徒も
多く，全体的にも基礎的・基本的な知
識・技能が十分に定着しているとは言え
ない。

・学習課題や目標に対する振り返りを行
い，基礎的・基本的な知識・技能が定着
している。
・文章の内容を正しく理解しながら読む
ことができる。また，学習したことを実生
活と関連づけながら理解を深めることが
できる。

・「振り返り」を徹底し，学習内容の定着
をはかる。

・月に一度「学び合いウイーク」を設定
し，タブレット端末やICTの活用，指導技
術の向上をめざして教員同士で情報交
換や研究を行い，OJTの日常化を図
る。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

　学習のしかたがわかる生徒の育成

①主体的･対話的で深く学び合う生徒の育成
②学習習慣を確立し，自らの課題に主体的に取り組む生徒の育成
③タブレット端末の有効な活用実践 根津道子

　　（校長）木屋村泰子（教頭）榎並正人，吉本真由美
　　（主幹教諭）齋藤大志　（指導教諭）河野浩美
　　（教務主任）北田雅哉　（学年主任）高橋利明
　　（研修主任）岸本弥里

木屋村泰子

管理職による授業参観や「学び合いウイーク」の実施，アンケートの振り返り等，さまざまな機会を捉え，取組状況の把握を行う。
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